
  

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８チームが進出した決勝トーナメントにおいて、福岡は地元山口と対戦し惜しく

も敗退した。続いて行われた５～８位決定戦では、敗戦のショックを引きずること

なく、本種目１１年ぶりの６位入賞を果たした。  

試合後選手たちは｢今回の国体はメンバーや指導者に恵まれ強さだけではなく楽

しさも味わうことができ本当に充実していました。来年は更に上位を目指して努力

を続けていきたいと思います｣と来年度に向けた抱負を語った。 

 

競技開始３日目、本日も多くの種目で入賞を果たした。今年度は長らく入賞を果たせなかった競技

での活躍が目を引いている。特に女子種別において顕著に現れており、女子総合成績である皇后杯が

現在８位という結果に結びついている。天皇杯８位入賞と併せて皇后杯８位入賞を目指し、今後も女

子選手の活躍が大いに期待される。 

１０１０１０１０月月月月４４４４日号日号日号日号        Vol.８８８８ 
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皇后杯現在第８位！皇后杯現在第８位！皇后杯現在第８位！皇后杯現在第８位！    Today’s  news  Flash 

【本日の入賞一覧】 

【団体種目】 

第３位  ボウリング      少年男子団体     

第３位  ボウリング      少年女子団体   

第４位  柔   道     成年男子 

第４位  山   岳      少年女子ボルダリング 

第５位 山   岳      少年女子リード 

第５位  ボウリング      成年男子団体２人制 

第５位 バスケットボール  成年男子 

第６位 弓   道      成年女子遠的   

第８位 軟式野球       成年男子 

 

本年度福岡県選手団の旗手を務めた森田選手と、国体初出場の中学３年生溝口選

手が本県初となる２種目入賞という快挙を成し遂げた。 

２人は本国体会場である山口県で、幾度となく強化練習を重ねるなど、本大会に

照準を合わせて来た。予選では本来の力を発揮できず悔し涙を流したが、決勝では

プレッシャーに押しつぶされそうな中、見事に力を出し切った。表彰式後、２人は

｢実力はすべて出し切ったが、結果には満足していません。来年は更に上を目指し

ます｣と力強く語った。高校２年生と、中学３年生のペアが来年の｢ぎふ清流国体｣

で表彰台の中央に立つのも夢ではない。 

T o p i c s 山岳競技少年女子、初の２種目入賞山岳競技少年女子、初の２種目入賞山岳競技少年女子、初の２種目入賞山岳競技少年女子、初の２種目入賞    

【個人種目】 

第５位  レ スリング 少年男子 ８４ｋｇ級     奈木野   

第５位  レ スリング 成年男子 ７４ｋｇ級     小森 

第６位  ライフル射撃 成年女子 ５０ｍ３×２０ｗ  中原 

第８位  馬 術 少  年 標準障害飛越    田近 

    

 

弓道弓道弓道弓道競技競技競技競技成年成年成年成年女子、女子、女子、女子、１１年１１年１１年１１年ぶりぶりぶりぶりのののの入賞入賞入賞入賞    

問い合わせ   担当：鶴 英樹   ０９０－３６６６－８２３２   tsuru-fukuokaken@japan-sports.or.jp 

配 信 元   福岡県選手強化推進実行委員会 （福岡県教育庁体育スポーツ健康課内） 

 

 


